
 

 

 

 

 今年度も各学年で行っている海洋教育を里海通信でご紹介していきたいと思います。本校

では、海洋教育を通して、小木の大切な資源である海そのものに興味・関心を高め、地域の

良さや問題点に気づく学習を進めることで、今よりもっと小木の町に愛着をもてるようにな

ることを目指しています。 

 本校の海洋教育は，①海に親しむ ②海を知る ③海を守る ④海を利用する の４つの

視点で取り組んでいます。低学年は生活科，中・高学年は総合的な学習の時間で行います。

また，高学年は「里海科」という教科を特例で文部科学省の認可を受けて取り組んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の海洋教育の研究主題 

 

 

 

 

 

海洋教育研究を推進し、児童の学力向上につながるよう、研究を進めています。１学期に

行った海洋教育について、ご紹介します。 

 

五色ヶ浜で、海遊びをしました。砂浜を裸足で歩いた

り、手で穴を掘ったりして砂の柔らかさを感じることが

できました。そして、大きな砂山を掘ったり、海水をか

けたりして砂のかまくら（すなくら）を作りました。全

身を使って、里海の自然を感じることができました。 

 

 

のと海洋ふれあいセンター付近の海岸に磯観察に行き

ました。やどかりや、イソシマエビ、カニを採集できまし

た。大きなイシガニやアメフラシなど自分たちでは採集で

きないものも観察することができました。秋には海の生き

ものはかせになって、「九十九っ子水族館」をオープンさせ

る予定です。 

 
 

自分たちの「やりたい」活動を考え、金沢大学の調査実

習船「あおさぎ」に乗船し、１ｋｍほど沖のところまで行

きました。湾の中と沖での波の違いを感じたり、海上から

小木の町を観察したりしました。また、津波で崩落被害が

あった奈古浦も観察することができました。船に興味を持

ち、大きなエンジンや風向きを知る機械などに驚いていま

した。 

 

 

小木伝統の祭り、「伴旗祭り」を見学しました。小木中学校の

生徒が制作した伴旗をあげる様子と、神事を見学しました。見

学をきっかけに、伴旗祭りに興味を持ち、調べ学習が始まりま

した。調べ学習を進めると、祭りが明治から始まり、旗の高さ

が２０ｍほどあるということが分かりました。 

 

 

 

理科で、ジャガイモの葉に日光を当てるとでんぷ

んができることを学習したことを生かし、海藻では

どうなるのかを解決するために実験しました。スジ

アオノリ、アミジグサ、ヒビロウドの 3 種類の海藻

を使いました。スジアオノリとヒビロウドは日光に

当たることで、ヨウ素液が青紫色に変化しました。

種類によっては陸の植物と同様に、日光に当たるこ

とによってでんぷんを作ることが分かりました。 

能登町立小木小学校 

 

令和６年７月１９日 

里海通信 
１年生 生活科：なつとなかよし 

海に親しみ「ふるさと」にほこりと愛着を持つ児童の育成 

～課題意識をもち対話を通して探究する児童～ 

 

 

２年生 生活科：めざせ！海の生きもの はかせ 

３年生 総合：わたしたちの海を知ろう 

４・５年生 総合：残そう！小木の伝統・祭り 

６年生 里海科：陸の植物と海藻を比べよう 


